
　全国宝石卸商協
同組合（zho＝組合
員数116名：関東支
部72名、関西支部38
名、中部支部6名）の
関東支部による新年
会が1月9日、東京・
浅草橋にあるベルモ
ントホテルで開催さ
れ、来賓や新入会員
5社を含め約40名が

集い新春をスタートさせた。
　関東支部長の中澤賢一氏は「元旦
より能登の大きな地震があり、被災さ
れた方にお見舞い申し上げ、一日でも
早い復興を願う」と述べてから、「制限
のない新年会は久しぶり。最近は、徐々
に元の生活に戻り、初詣は大変多くの
人で賑わった。私事ですが、4年ぶりに
箱根駅伝の応援に日本橋へ行き、母
校・青山学院が優勝し、勝利の美酒を
堪能しました。今年の干支、甲辰は咲
が生まれ、植物が元気を出して成長し
ていく意味があり、去年まで努力してき

たことが成就する年と言われ
ています。我々全国宝石卸商
も、昨年5月に望月英樹氏が
理事長に就任し、新しい取り
組みや、理事長のご尽力で関
東支部に12社の新入会員が
増えました。特に若い人が増
え、これからの変化の時代、若
い人の力を借りながら、今年
一年この組合事業をより充実

させるべく頑張って参りますので、皆様
のご協力を賜りたいと思います」と述
べ、新年の挨拶
にかえた。
　続けて祝辞
で登壇した望
月 理 事 長 は
「ジュエリー産
業は8000億円
まで市場規模
がしぼむ苦しい
時代もあった
が、昨年は1兆円まで回復し、皆様も少
なからず肌で感じていると思います。
我々の新・誕生石も、日本ジュエリー協
会様に冊子を1万5000部作って頂き、
聞くところでは、新誕生石は数百億円
規模の経済効果があったとされ、売上
増に貢献したと思っております。これも
先人が日本で初めて誕生石を全国宝
石卸商で紹介したことがはじまりで、諸
先輩方に深く感謝しております。また、
今年は辰年、金や運が上昇すると言わ
れますが、守っているだけでは幸運は

訪れないと思います。私も含め、社会貢
献や価値創造に尽力することを強く望
みます。既に多くが実行していると思い
ますが、幅広い行動で情報を収集し、
周囲の話に耳を傾け、激しく変化する
世の中における自分たちの役割と
強みを認識することで、将来に繋
げ、龍のように飛躍する年にして頂
きたいと心から願います」と述べ、
最後に「ご臨席賜る皆様と皆様を
支えるご家族のご健勝を願いま
す」と加えた。
　来賓挨拶には、zhoが長年
続けている募金先であるフジ
テレビジョン社会貢献推進部
（FNS）局長補佐の高橋松
徳氏が登壇し、「FNSは今
年で50周年。これまで色々
な国の恵まれない子供達へ
補助・援助を続け、皆様のよ
うな個々人からの貴重な募
金が積み重なって約50億

円の寄付金を集め、先人が立ち
上げたFNSは大変有難いと思っ
ている。また突発的な災害時にはサザ

エさん募金を発動させることも役割と
なっており、今年は年明けから忙し
かった。FNSの今年の支援国はパキス
タンです。皆様には長年ご協力頂き有
難うございます」と挨拶した。

　続いて、年男の藤田貞治氏と理事長
経験者たちによる鏡開きを行い、加藤
英高氏の「エコノミストは日本の経済は
明るく、復興するだろうと言っている。み
んなで努力して達成しましょう」との掛
け声で乾杯し、歓談に入った。歓談途
中には、恒例のチャリティーオークショ
ンを催し、32万3000円の寄付金を集
めた。その後中締めを高橋洋一氏が行
い、解散となった。
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長、長堀守弘氏（享年91歳）が、昨年
12月26日に逝去した。
　葬儀は近親者や社員等で1月7日に
済ませたと発表しており、お別れの会
を予定しているとのこと。
　葬儀にて喪主を務めた長堀慶太氏
は、父親について「とにかく仕事一筋の
人でした。そして、とにかく厳しくて怖い
父親でした。子供の頃は家には殆どい
なくて、世界中、日本中を飛び回ってい
る記憶しかありません。ですから、父親
がいないと家族は和気あいあいでした
が、帰宅すると家中に緊張感が走りま
した。恐らく会社でも同様だったと思い
ます。（当時の）社長が会社にいると社
員はピリピリして、出張に出ていると社
内も弛緩していたと思います。しかしな
がら、その仕事への厳しさのおかげで
業界では、初めて株式公開を果たし、
ここまでの企業に育て上げたことへの

尊敬の思いは、
昔から持ってい
ました。他方で
は、森杏太郎と
いうペンネーム

で詩をつくり、文学、哲学、芸術に造詣
が深く、後年では学校法人明治大学の
理事長を務めるなど多才な人でもあり
ました。そんな父親がジュエリーが最も
売れる昨年12月25日のクリスマスに倒
れて、翌26日に亡くなったのは、ジュエ
ラー冥利に尽きるのではないかと思い
ます。まさに、ミスタージュエリーの人
生だったと思います。25日の昼までは
元気だったので、その点は悔やまれま
すが、90歳という年齢とこれまでの功
績を考えると大往生だと思います。生
前は多くの人にご迷惑をおかけしたか
もしれませんが、故人に代わりましてこ
れまでのご厚誼に御礼申し上げます」
と読み上げた。
　長堀守弘氏は昭和8年に生まれ、昭
和36年に長堀真珠店を創業。翌年長
堀真珠㈱を設立。昭和63年12月に東
京証券取引所第2部に上場（現東証ス
タンダード）。平成20年3月に学校法人
明治大学理事長に就任（任期4年）。平
成20年に㈱ナガホリの会長に就任し、
翌年にファウンダー会長に就任。
　叙勲歴は、平成3年に紺綬褒章を
受章。平成5年にタイ国王勲五等叙
勲、平成19年にタヒチ政府大統領より
コマンドール勲章叙勲、平成21年に
旭日小勲章受章、平成31年にフラン
ス政府よりシュヴァリエ勲章叙勲。

　昨年末に発生した貴金属店を狙っ
た強盗事件は大都市のみならず日本
全国で頻繁に起こっており、不安定な

世情が続く日本社会では更
なる防犯対策が急務となっ
ているのが現状だ。
　日本最大級の宝飾専門
街ジュエリータウンおかちま

ち（JTO：東京・台東区、山本孝広会
長）は、安心して買い物ができる花と宝
石と安全な街を掲げ地域活動を続け

ていると共に、
日頃から上野
警察署や地域
と連携した防

犯活動を行い、その一環として昨年末
にはビジュピコブライダル店にて本格

的な防犯訓練を実施したほか、上野の
アメ横では年末の犯罪件数が増える
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のを抑止する目的で一日警察署長と
なった落語家の林家三平氏や地域関
係者とともにパトロールを行い、スリや
置き引きにも注意するよう呼びかけた。
　ジュエリータウンおかちまちには、
ジュエリー関係
者が毎日のよう
に来街しており、
来街者に対して
も安全な街とし
て対策すること

により、より良い業界を目指している。
　山本会長は「街ぐるみでなくてはで
きないこともある」として、JTOへの入
会を呼びかけると共に、新たなJTOとし
ての街づくりを進めている。

㈱ 萩原

●発行所（株）時計美術宝飾新聞社
●編集発行人　藤井正義

〒110-0015 東京都台東区東上野1-26-2 
ジュエラーズタウン・オーラム508

TEL（03）3833-1886 FAX（03）3833-1717
http://www.e-tkb.com

毎月1日・15日発行
年間購読料8500円／1部450円

振替口座00190-3-57579

本社：03-5817-0353　西日本支社：06-6252-4477保険のご相談は（株）東時へ

　いつもThe Watch & Jewelry Todayをご愛読いただき、有難うございます。
　これまで無料にてご愛読いただいていた皆様の郵送を6月15日より順番にお止めさせて
いただいております。ご購読を希望する場合は、右のQRコードよりご登録をお願いいたします。
定期購読料は、年間8500円です。宜しくお願い申し上げます。
□問い合わせ＝㈱時計美術宝飾新聞社（TEL：03-3833-1886　FAX：03-3833-1886）

ご愛読者の皆さまへ　～定期購読申し込みのお願い～

    　  2024年（令和6年）1月15日　  （1）第2495号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）


